
留のなかで市が築造舗装しました
ζの 2区聞はすでに、一投に利用
されていますが、この詞完成主主題
の中間約450メートルが区薗豊富理
未完了と恩鉄東海道線で、今後最
大の難工事が予想される所です。
都市計閣議では、 43年度までに
国鉄との立体主主澄と都市教道馬入
工区の区画整理B:聞をぬき、工業
制地一国滋 134号線闘を開通させ
る計画です。立体安琵は、中央地
下道に次く~市内第2のもので、
規模では車道幅員)3.5メートJレ4
車線と、 4メートル主伝送22ドをと
り、中央地下道より大裂。現在九
州復建 f株〉が主宣言十中で、来年か
ら地下選工事にかかり 2か年で完
成の見込みです。この工費はざっ
と3億5000万円、 3分の2を留が
補助、残りそ国鉄と市が分担する
ζ とになっています。
工業団地から北上レて、八!隈ま
での残'::J1250メートんは、今後年
次号追って施工することになりま
すが、当面碗年度から44年度まで
に7500万円で萩録八路線 Colll笥重
工入口道路〉まで約 6W¥メートル
の用地を買収、一部議造工事を行
なう予定です。
厚木方面から南下する車は留選
129号線に集中、現在、新宿脇信
衝で閣道1号線に流れ込んでいま
すが、 ζれも八幡須賀線の関i車と
ともに大吉く改善されることにな
りましょう。

ま
も
な
く
お
足
月
。
市
役

所
は
、
十
一
一
月
二
十
九
日
か

ら
年
末
年
始
む
体
庁
殺
さ
せ

て
い
た
だ
宮
設
す
。
一
般
事

務
の
体
庁
間
関
開
聞
は
、
二
十
九

日
か
ら
一
月
一
一
一
回
設
で
。
十

一
一
月
二
十
八
日
は
午
邸
中
で

事
務
の
取
り
扱
い
を
お
わ
り

一
月
四
日
は
ご
用
始
め
の
式

を
行
な
い
、
事
務
の
取
り
扱

い
を
し
ま
せ
ん
。

清
世
間
作
業
は
、
十
二
万
三

十
一
日
午
前
中
ま
で
、
と
み

収
集
と
し
い
同
の
汲
み
取
り
作

業
を
行
な
い
、
新
伯
仲
は
、
一

月
五
日
か
ら
作
業
営
再
調
レ

ま
す
。
休
地

呂
田
間
と
、

ハわう 何ラ を刺 の緊 5 はま寸二連資
三室よま受主要宗警護隻 F 当選宮県宝問団.~ V.-I出凶-

5書室長F告書Eqf月五長時最21言語訂正軍最善喜子
守管事V主事毒ぢ露女る」各、 bこり a受け付っこ、。子小妻宅 5交差E空襲安
会25M2dl議議議F 暗号ネ誌を吋豪段差脱出害時gh
g民主計2P2;努建 ;ifi?;訳書EZEiiiii4213222
53問。5空間 3i護学:ivm討会議長市立ド華街山町

三112121iiji紙記liifiiii在住吉iiiij昨日
長官Zidfぎ員長重 ムヶイ子さん J自主計百九日当232Jh侍2

i iij;i11iiiiiZ時期iiii1iii:i!jiiiii!ijjijiiif
i草加謀議3詰i予言語主計主時ぞE8Z五時可出雲EE詐民主 ιち計議室轟

平塚市安全協議会かb表彰をされた
奥さんドライパー

富永ケイ子さゐ

耐
用
が
立
っ
た
が
、

て
笑
わ
れ
ま
い
と
安
全
運
転
に
努
め
た
。

い
ら
い
今

g
設
で
運
転
岡
山
十
年
、
走
破
記

録
八
万
キ
ロ
に
及
ぶ
が
概
事
故
で
過
し
、
こ

の
ほ
ど
安
全
運
転
の
模
範
と
し
て
市
の
安
全
マ
訂
笠
・
時
間
号
米
山
慨
世
間
司
氏
の
府
間
作
記
事
中

協
議
会
(
会
長
加
藤
市
長
)
か
ら
表
彰
さ
れ
「

i
B向
染
防
安
時
坊
の
跡
つ
ぎ
と
な
っ

た

@

た

i
」
と
あ
る
は
あ
や
ま
む
に
つ
宮
、
取
D

彼
女
の
絡
厳
に
よ
る
と
、
事
故
の
原
因
は
消
し
ま
す
。
〈
係
〉

大
半
が
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
す
ぎ
や
、
無
理
な

l
i
l
i
-
-
ι
l
i
l
i
-
-
l
i
!
i
l

追
い
滋
し
に
よ
る
と
い
う
。
面
白
い
ζ
と

に

今

月

S
ベ
1
ジ



(2) 第 182号〈第3額郵便物認可〉昭和41年 12月15日

ことし10か月間の街頭補導の記録からは月 ~10月〉

高高校生

465 

ロ
白
川
恒
リ
H

幻

m出
市
教
育
委
員
会
は
、
十
二
月
一
日
、
市
立
各
学
校
長
に
高
て
「
各
休
み
と
そ
の
前
後
に
お
け
る
用
意
・
生

徒
の
問
題
行
動
を
防
止
す
る
た
岳
、
別
項
の
指
導
体
制
を
積
嬢
的
に
推
進
す
る
よ
う
」
通
知
し
設
し
た
会

こ
れ
は
、
十
一
月
二
十
五
日
に
ひ
ら
い
た
第
一
口
照
生
活
山
田
導
主
任
会
玄
現
場
教
例
と
話
し
合
っ
た
結
果
ま

と
め
ら
れ
た
も
の
で
、
教
職
員
を
対
象
に
し
て
い
ま
す
が
、
交
宛
に
も
十
分
間
内
力
い
た
だ
け
る
内
容
で

す
。
青
少
年
課
は
こ
と
レ
す
で
に
、
市
内
で
一
千
人
を
こ
え
る
少
年
を
補
導
し
た
と
報
告
し
て
お
り
、
非

行
予
防
H

師
、
学
校
と
家
庭
が
ひ
と
つ
に
な
っ
て
絞
り
緩
ん
で
い
か
ね
ば
な
ら
ぬ
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

よ
そ
の
千
自
分
の
チ
の
区
別
な
く
、
家
庭
や
学
校
の
そ
と
に
出
た
少
年
た
ち
の
行
動
に
、
お
と
な
が
保
殺

者
と
し
て
の
担
割
一
任
を
ゐ
ち
、
間
関
田
行
動
に
対
す
る
緩
極
的
な
指
導
を
与
え
る
こ
一
と
が
の
ぞ
ま
れ
で
い
ま
す
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開設3月に宛毎7

第(第3重量郵便物認可〉沼和総長手12月15臼(3) 

力あげて追放

お

祝

い

な

ど

、

車

を

運

一

市

民

ス

ポ

i

R

か
ら
毎
月
第
二
@
筋
一
出
月
議
ば
一

溜

そ

出

す

と

曹

は

、

家

一

一

行

な

っ

て

き

た

「

市

民

ス

ポ

ー

ツ

一

了

ツ

の

認

休

む

へ

帰

っ

て

か

ら

ゆ

っ

く

り

飲

め

る

よ

う

一

一

の

白

」

は

、

シ

ー

ズ

ン

オ

フ

を

龍

一

び

ん

づ

雲

用

意

す

る

な

ど

の

館

一

一

言

1
3
8苓
号
、
十
二
月
末
か
ら
喜
一
一
万
一

と
の
閣
動
の
ふ
〈
嘗
な
支
え
と
な
一
市
民
の
体
力
づ
く
り
を
め
ざ
し
宋
ま
で
、
休
む
ζ
と
に
な
り
ま
レ

す
べ
て
の
人
が
ぜ
ひ
協
一
一
て
一
望
書
票
、
主

ι川
目
ィ
it--

平

均

給

与

は

一
万
四
千
舟

市
教
委
学
校
教
宵
瑚
酬
は
、

ζ
と
レ
中
学
校
を
本
語
紙
蟻
レ
て
い
っ

た
一
一
一
百
五
十
五
人
の
そ
の
後
の
従
職
状
況
を
調
査
中
で
し
た
が
、

ζ
の
ほ
ど
そ
の
結
果
を
ま
と
め
、
発
設
し
ま
し
た
。

ただいま受付付け中

背少年諜で，青年箆悼
の査鋒を求めています。
畳錆グループには間体
運営やレクリーション
指導のほか用具賢し出
しなどできる限りの便
宜をはかります。
あなたの団体も畳録し
ませんか，

醐観醐説記議腕聾萱曹呈墨書記謡臨調趨鰯醐

。
を

五



(4) 

もj 

歳

末

火

災

特

別

警

戒

0俳句..r水f出Jr竣炉」ひとり各1
勾づっ，選者宮JlI春虹氏 J俳句協会〉
0短歌.. r冬の雑喜平J ひとり 2首以
内、選者石111義広氏〈短歌金〉
oIIJWIl" r寒いJ ひとり 2匂以内
選者浅湿青馬氏 (JI円相F協会)

0応募方法"42年1月10日までに平
塚市平塚新宿168平塚市教育委員会
社会教育課へ郵送のこと，当自消印
有効，用紙は官製はがきに限る。
0入選e!宇部とも10席まで，広報ひ
らつか3月紙kに発表

第 182号

消
防
本
部
は
、
十
二
月
二
十
五
日
か
ら
大
み
そ
か
ま
で
、
歳
未

火
災
特
別
鑑
戒
に
は
い
め
ま
す
。
世
間
紡
響
と
金
柑
紡
部
を
動
開
問
、

消
妨
議
に
一
個
分
隊
を
増
強
、
消
防
本
部
員
も
午
前
O
時
ま
だ
待

機
さ
せ
る
の
を
は
じ
め
、
世
間
訪
問
員
に
よ
る
巡
回
議
戒
・
市
長
や

消
紡
長
に
よ
る
夜
間
管
勧
巡
積
・
防
火
広
報
の
強
化
徹
底
傘
消
防

水
利
の
再
硲
認
な
さ
官
行
な
い
ま
す
。
ま
た
、
全
治
紡
単
に
長
時

鴎
使
用
に
耐
え
る
だ
け
の
伊
戦
を
穣
ま
せ
、
い
つ
で
も
出
動
で
き

る
よ
う
要
員
殺
確
保
す
る
計
磁
で
す
。
家
庭
で
も
注
意
を
。

〔第3種郵便物認可〕

「

通産省は， 12月31日現在て1全圏内製造業を対象
に，工業統計調査を実施，平塚では約60告の事業
所が対車になります。製造業内包勢識査という，
今月来から 1月にかけて調査員が主主おします。こ
とし措中小企業総合基等調去も行なわれます。

昭和41年12月15a 



昭和41年12月15S (5) 

漁
民
は
鰐
に
油
が
つ
君
、
釣
口
上
げ
る
魚
も
突
く
な
っ
た
ど
訴
え
る
i
ヱ
場

汚
水
炉
流
れ
込
む
馬
入
山
川
右
岸
口
漁
港
付
近
〉

るを市民仰の

i¥ 

機
関
山
工
業
生
渡
所
が
入
愛

E惑を支える寺奮いカ

議

商工行政のうら

制度改正によって、有権者が市外へ

転居するときは‘選挙管理委員会が

発行する選挙人名簿作持証明書また

は未畳録証明書をお持ちくだきい崎

これを転入届といっしょに奪三居先め

市町村投場へお出し〈ださい会この

手続きをしておかなしIと転居先の選

投薬できな

いことになります@反対に、平塚ヘ

転入してきた人も同じ手続きが必要

です会

市民で、あらたに瀦20オになった人

も¥選挙人名揮への畳録を申し出て

〈ださい。選挙管理垂員会は市投所

4階です.

議海鞘趨鱒輔醜睡

PHメーターは、排水中のアjレカリと産量を測定する グラフi立魚
の住めない強度の駿性在記援していた。



( 6) 第 182号(第3種郵便物認可〉

初代綴主義/本多数i会審

優
等
賞

は
お
人

言語告暗号222望室長!宣言
語出品;!?;ii ii 
iiiiiii!;;!日iii 
か需主?広整忠章亨量検ゑ李会議手

;iiS言語ii;32i!?i雪
ijiii iiiii芸者;iii
255時335iii5h-7

ワ
ズ
の
内
十
回
生

ー
産
業
ま
つ
り
品
評
会

i

昭和41年 12.Fl15 El 

の

砲

な

'

古
川
た
だ
い

は

し

本

さ

の

入

の

だ

る

鶏

震

〈

す

近

帯

用

升

壌

e

料

紹

で

部

ご

に
館
一

a

こ

識

の

す

こ
園
警
官
、

昨
年
十
一
月
二
十
宮
、
東
京
清
海

む
か
い
、

の
新
保
氷
滋
「
ふ
じ
」
の
記
憎
は
ま

だ
新
し
い
。
海
よ
自
衛
隊
吉
つ
て
の

操
併
の
名
字
と
い
わ
れ
た
護
者
本
多

時
間
一
認
が
、
昭
和
一
一
一
十
八
年
の
款
に
ア

じ」!ふ

匂〉

世
界
最
磁
の
美
貌
。
泣
界
最
高
む
れ
る
も
の
か
ら
は
、
絶
対
に
逃
げ
な

栄
治
と
言
。
そ
し
て
、
五
人
の
男
性
い
と
い
う
ζ
と
で
ず
@
」
と
小
猫
の

と
の
愛
「
そ
れ
で
も
私
法
、
い
い
加
今
よ
5
に
可
愛
い
い
著
者
は
諮
る
。
日
明

減
な
注
意
方
を
し
た
と
と
は
一
度
も
溜
泣
界
の
内
幕
。
ス
ク
リ
ー
ン
の
演

な
か
っ
た
。
私
の
人
生
の
モ
ッ
ト
ー
按
の
こ
と
e
世
界
的
女
優
の
、
内
部

は
、
人
生
が
国
分
に
さ
し
出
し
て
く
生
活
を
知
る
意
時
玄
輿
鶴
深
い
。

軍
一
月
士
宮
(
八
沢
・
惣
号
、
一
で
す
。

+
七
日
〈
公
所
@
授
関
e

徳
盈
)
、
一
審
造
会
出
、

二
十
一
一
百
(
山
間
縄
・
万
回
・
山
下
e

一

小
向
・
高
根
)
、
一
一
十
沼
沼
(
片
尚
一

.広川川
a

干
須
合
・
山
由
削
・
視
下
)
‘

曹
一
一
月
六
回
(
青
柳
・
糞
回
・
北
A
日

間
)
、
七
尽
〈
金
田
)
、
十
↓
一
一
回一

援
母
〉
、
十
隠
臼
(
岡
崎
)
、
一
一
中

沼
(
城
島
)
、
二
十
一
日
〈
神
間
同
〉



1月25日 中原小学校
グ 268 神田公民館 松原公浸書官
H 308 八繍公民館 関民主公民館

一以下2Jl'1!l<号でー
跨関・午後1時的分 3時まで。

昭和41年12月15El 

瀬薬品は

血液供給屈に
県庁と日赤県支部は、
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火葬場の休日決定

場

い

、

て
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、

、

、

、
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、

，

、

、

、

、

葬

。

で

あ

百

回

目

回

目

自

信

回

日

目

白

日

火

た

の

を

お

忽

幻

タ

鈴

幻

m

m

m

m

μ

拠

出

出

営

し

も

白

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

市

ま

だ

の

沼

田

百

呂

田

沼

田

回

目

白

隠

臼

自

の

め

つ

引

呂

町

ω
初

口

幻

日

山

口

初

日

誌

幻

叩

山

口

年

決

が

友

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

C
D
た

の

日

目

白

日

目

白

百

回

目

白

日

目

門

口

日

和
指
し
ょ

2
お

初

日

お

お

u

m

7

創
刊
山
官
山
花

hu

昭

と

に

の

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、
の
例
底
。
日
目
臼
百
回
目
白
沼
田
回
日
目
白
門
口
白
日
沼
田
日
白
日
臼

は

次

慣

と

す

1
m
6
m品

6
m
4
3
幻

8
m
5
明
日

3
お

4
m
9
5
m剖

5
m

課

を

の

自

で

〉

〉

〕

〕

〉

〉

)

〉

〕

)

〉

〉

生

臼

で

1
の

月

河
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保
健
所
の
損
導
で
、
市
役
所
の
全
職
員
は
血
液
検
資
を
受

け
た
。
五
C
Cづ
っ
の
採
血
は
、
五
日
間
に
わ
た
っ
た
。

金問小学校土屋小学税

金田公民宮宮 城島公E皇室富
伺崎公民館

護自公民館葉土公民館

旭公民館宮沢小学校

!日間之官公民館

乳幼児ツベルク 1)ン1月9日から巡屈

ツベルクワンと判定
衛生諜は、来年1月 9日から、乳
幼児を対象会こしたツベルクリン反応

検査を行ないます。こどもさんを結

核から得るために、ぜひ近くの会場

へおつれください。母子手躍をお忘

れなく。

盤該当兇・昭和36年 4月 28-41卑
2月初日までに生れた子
轡注意・ツベルクリンは、反応ぞみ

るための誌社ですから、 2日後に
必ず判定を受けてください。判定

の結果、陰性〈ー〉の人にはBO
Gを銭種します。
務ツベルクリン巡@]臼程…・同

1月 9白 金田小学校こと震小学校
， 108 金田公民館城島公民重富
， 11臼問時公民館
， 16臼 豊田公民館翼こと公民館
， 178 加公民館吉沢小学校
9 188 

月25日、
涼十字邸液センター平塚出浸所を新

設、 12月 5白から業務を開始しまレ
た。採血を鹿命とし、毎週月趨尽の

午前10時から午後4時まで、陸部1
看護婦2、その他2名の 5人が、獄
血者をお侍ちしています。

いままで献血は、採血車の巡回を待

って、わざわざ血液センターへ出向

いていただいていました。血液セン

タ一平塚出遅所の開設は、この不便

苦雪解消し、定観的志、身近な採血を

軍事著書bこしたもので、震近fこかまりを
みせる献血運動に羽車をかけること

になりまレょう。採江区は血液センタ

ーとまったく向じ方法で、十分な予

診と完備した施設のもとで行ないま

す。激捜する交通事故をはじめ、合

れいで、新訂1.i:rrni喪主音必要とする人
たちはあとをにたず、ひとりでも多

くの献邸が、いま必要になっていま

す。また、献血血液供給信也、 11月
18から、市内にf量定されました。
いままで、献鼠血液を使用するばあ

いは、小田原市の供給1;5でないと入
手でき京せんでしたが、こんど、市

内松風町17-35よ瀬薬品株式会社

〈慧2:;局""60が供給百の指定を受
け業務を認始したものです。血液を

必要とする事態がおきたときは、医

師と相談のうえ、供給を受けてくだ

さい。鼠血をレた万広、優先的に、

長;蓄;全日空星計百:霊;汗ドり5F肝機関れ域福号室長誌弓ド:員計訪問ZZj護
霊位品市関与人見広島問?辻野手協調量二品料品翠2期間持
立でさ要時計事ζ露襲警富重 量霊、吉土ずEt事襲名IY9ι 音書全長苦言実話ぷ留重量警がれ高童三雲霊童
話語訳出話2225要時差害時守本語襲撃長22刊霊平手話るま組付えマ活
官話器持iiiEii討fiiir?昨月iilE;iiilih
222季き霊長室ZPロ25gizzi患を号込書iれき雪量苦封建232当時議
立許諾医長538f警351喜善三日民主望号22日7語皇室552号事

F 
1;' 

あ立たも

不幸な
少年たちの
更生に手を

i語は難色関

['1'塚喬関係]
纏キ小企鍵復興資金・100万円まで/利率B歩2銭3庖/返済12-36か刃以内
aエ換設備近代化資金・100万円まで/臼歩2銭3~霊/返済36か月以内
密会著書徐去設備資金・1曲万円まで/沼歩2銭3厘/返りを剖か月以内
策以上資格はl'字以上市内に事業所をもっ資本金50制万円以下‘従業員 3曲
人以下のや小金業である二と.

{衿奈川県関係]
.-鍍参集資金・ 1企業 300方向.組合1000方向、組合転貸20凹万円まで/
釘歩2銭5屋以内/3竿以内返済.資捻I孟炎ヌド金50ω万円以上従業員 300
人以下の企業)
E小企鶏事礎資金・100万円まで/沼歩2銭4度/30かR以内返済/資絡は安
本金 100万円従業員20人以下の企業.
劇中元・年来事貌資金 '1企業 3曲万円、組合10田万悶/自歩2銭S援以内

/6か月以内返涜，
鱒設備合理化資金・設備 30.万円、腐舗改響以lO万円、福利施設 100万円、
銀銭近代化1000万円以内/8歩2銭2盤以内/返済掛か月以内，
彫貿易緩興資金 500万四以内/白歩1銭7屋以内/1'1'以内返済.
[その他]
園中小企象f嚢渇保経科織納税度・祷助対象資金平塚市中小企業金磯崎策資
金神奈川模小企業事業資金神奈川県事象資金(中元ト神崇111操事業資
金{年末) 神奈川県設備合理化資金{底鋳改箸) 神奈川県設備会理化資金

{循利線設改善穿) 補助率 信網保証料払い込み鎮の3分の 2
網中小食毅近代化資金利子犠勧制度・補助付象資金・平塚市中小企業金硲対

策資金(工業設備近代化資金) 平塚市中小企業金融対策資金{公害橡去設

備資金).'神濃川保設備会濃化資金(底舗改善)/補助対象資金の級度 2曲
万円/補効移利子払い込み緩め2分の1
上記z矯劾制度の縛励金交付事務委は市内金融機関にそなえてあります.

12丹17富
{土)I 0時一 16時

前邸内街顕献血は、市民的協力で
予想以上町成績でした。血液セン
ターに、今回も、あなたのきれい
な且曜をあずけてください。

あなためきれいな且城主を

自費量神奈川療支部・爾役所E完全部

酬… … Iwmmn……棚!!111m山手)11111…



(8) 第 182号(第3種郵便物認可)
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都
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発
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地
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工
場
汚
水
の
問
題
も
そ
の
ひ
と
つ

で
、
地
元
で
は
相
撲
川
を
吉
れ
い
に

す
る
運
動
を
お
こ
レ
、
工
場
も
含
め

た
時
議
会
も
つ
く
っ
て
活
発
伝
活
動

し
て
い
る
が
、
釣
む
よ
げ
る
魚
は
油

由
開
く
な
っ
て
い
る
。

相
撲
川
沿
岸
に
結
末
処
援
場
な
建ま

紹和41年 12月15f3 

汚れる県民の水資源

況
も
却
時
レ
、
一
環
レ
た
許
可
方
針

を
と
っ
て
ほ
し
い
。

札
場
町
-
加
藤
賢
官
同
(
国
鉄
路
員
)

※
こ
の
意
見
は
、
十
一
月
二
十

四
日
藤
沢
市
村
岡
公
民
館
で
行

八回、患男子源太郎j とあII側
留に「時安政五成午歳十月龍策
目古喜重依朽腐湾営之J云々の刻

銘がある。そのお側在二ほほ同大

の磯曹11石が建っているがこのほ
うはずっかり膏務していでわっ

かに F俗名Jのご宇しか読みと

れない。これが朽腐したため再
蛍したもりであるかどうかがこわ
かに判断するわけにはいかな

い。また中央碑の左には宝鐘EI司
容が一義建っていて f府 111浄
円Jの泌がみえる。己の犠の台
践には宝鐘塔の台穫がふたつか
さなっているからこのほかにも

同大のE亘書室壌があったにちがい
本いがその塔心部の右輸はみあ

たらない。たぶん約近に埋まっ

ているのだろう。住織はこの容
を苦慮の墜と諮っていたがこれ

に影つである f府111静円」は符

!日吉種の法号「道順Jと合致し
ないから出雲守吉種の慕はこの
ほかにあったにちがいない。

数年前は、宝箆E口容として相
輸の載るべきところに小さな五
がちょこんと賢いてあっ

こ引はおかしいと先日行っ

て選辺を磁ってみたらこれのも
のとおぼし吉本目職後発見したの

で、それをかつぎあげてのせて
みたら写真のように見事な窓償

却J色に復縁することができた。

推計人口
入ロ総数 ・ 140，172人
世帯輯車交 ・ 出，938世帯

市場面積 67.88km2 

人臼街度 ・ 2，065人
前月比世得増 127世帯

人口増 347人

市街地町 76，134人(19，324世帯)

大野 30，18111(7，153 !f ) 
豊 関・ 2.5却 II( 562 11 ) 

神悶 7，049，，(1，622 f/ ) 
捕 易.1，962"( 389!f) 
開 時.1，717 !f ( 334 11 ) 

金問・ 2，86711( 671 !f) 

総 ・ 7，868!1(1，855 /1 ) 

土 沢正81411 ( 711 11 ) 

金目 6，0101f(1，317 If ) 

(41.111-現在〉

流域下水道を擦で検討
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神
奈
川
県
公
害
防
止
条
例
に
よ
っ

て
、
新
レ
く
つ
く
る
工
場
に
は
公
害

防
止
設
備
の
議
準
を
き
び
レ
く
あ
て

は
め
、
汚
水
対
策
ぞ
た
で
E
い
な
い

工
場
は
設
讃
さ
せ
な
い
よ
う
に
レ
て

い
る
。
既
設
の
工
場
に
対
し
て
も
武

質
基
準
に
題
合
ず
る
よ
う
協
汚
管
訴

め
て
い
る
。
水
洗
健
所
に
つ
い
て

府JII氏の祖先

高富瀬慎吾

と

の先祖であると寄っている。

府111という投はすくないらし

いが不思議と!日平底?習をはじめ
この地方には多い。

府111出雲守吉種は刀鍛冶であ
ったといわれているがその履控室

はさっぱむわかっていない。か
つて平塚市役所に勤めていた大

庭景広氏(故人〉が椙州杏種の

銘をもっ刀一口を持っていると

云っていたがはたしてそれが

111出雲守の作であったかどうか
明瞭でない。
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